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一

夜
光
命
、
十
口
坊
、
打
揃
ひ
て
裸
男
を
訪
ひ
、
『
鹽
原
温
泉
に
遊
ば
ず
や
』
と

い
ふ
。
『
鹽
原
は
幾
度
も
遊
び
た
る
處
也
。
唯
〻
未
だ
鹽
原
の
紅
葉
を
見
ず
。

紅
葉
の
時
節
な
ら
、
否
應
は
云
は
ね
ど
、
今
は
そ
の
時
節
に
非
ず
。
又
避
暑
の

時
節
に
も
早
し
』
と
首
打
傾
く
れ
ば
、
『
我
等
兩
人
未
だ
鹽
原
を
知
ら
ず
。
枉

げ
て
東
道
の
主
人
と
な
り
給
は
ず
や
』
と
い
ふ
。
斯
く
押
強
く
言
ふ
以
上
は
、

必
ず
懷
が
暖
か
な
る
べ
し
と
は
思
ひ
た
れ
ど
、
『
例
の
軍
用
金
』
は
と
念
を
押

せ
ば
、
夜
光
命
微
笑
し
て
、
『
そ
は
我
れ
に
成
算
あ
り
』
と
い
ふ
。
さ
ら
ば
と

て
、
三
人
打
揃
う
て
、
上
野
驛
よ
り
汽
車
に
乘
る
。
裸
男
、
二
人
に
向
ひ
、

『
鹽
原
に
は
七
不
思
議
あ
り
。
公
等
之
を
知
れ
り
や
』
と
問
へ
ば
、
『
知
ら
ず
』

と
い
ふ
。
曰
く
逆
杉
、
曰
く
一
夜
竹
、
曰
く
冬
蓼
、
曰
く
冬
桃
、
曰
く
夫
婦
鳥
、

曰
く
片
葉
ノ
蘆
、
曰
く
精
進
川
、
こ
れ
鹽
原
の
所
謂
七
不
思
議
な
り
』
と
説
明

す
。
裸
男
更
に
語
を
改
め
、
『
こ
の
行
に
も
七
不
思
議
が
出
來
さ
う
也
。
先
づ

夜
光
命
が
大
金
を
懷
に
し
て
、
我
等
を
旅
に
誘
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
れ
迄
に

例
の
無
き
こ
と
に
て
、
不
思
議
に
非
ず
や
。
こ
れ
を
新
七
不
思
議
の
第
一
と
爲

さ
む
』
と
云
へ
ば
、
二
人
笑
つ
て
頷
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二

西
那
須
野
驛
に
下
り
て
、
大
和
屋
に
午
食
し
、
三
里
の
那
須
野
を
輕
便
鐵
道
に

て
過
ぐ
。
『
前
の
左
手
に
高
き
は
高
原
山
、
鹽
原
は
そ
の
右
の
方
の
山
間
に
在

り
。
右
に
高
く
し
て
烟
を
吐
け
る
は
那
須
山
、
後
ろ
に
最
も
高
き
は
八
溝
山
、

こ
ゝ
は
三
島
村
、
こ
れ
は
三
島
子
爵
の
別
邸
、
あ
れ
は
三
島
神
社
、
こ
の
櫻
樹

の
多
く
連
な
る
を
見
よ
。
當
年
の
偉
人
三
島
通
庸
、
那
須
野
に
新
道
を
通
じ
、

那
須
野
を
開
墾
し
、
其
姓
は
村
の
名
と
な
り
、
神
に
さ
へ
祀
ら
る
。
あ
の
岡
が

烏
ヶ
森
、
那
須
野
を
知
ら
む
と
せ
ば
、
是
非
と
も
烏
ヶ
森
に
上
ら
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
烏
ヶ
森
の
彼
方
に
は
、
雲
照
律
師
を
葬
れ
る
雲
照
寺
あ
り
。
扨
又
あ
れ
は

大
山
公
の
別
莊
、
又
あ
れ
は
松
方
侯
の
別
莊
』
と
、
裸
男
知
つ
た
振
し
て
、
の

べ
つ
に
饒
舌
る
。
『
乃
木
大
將
の
別
莊
は
何
處
ぞ
』
と
、
夜
光
命
に
問
は
れ
て
、

『
そ
れ
は
知
ら
ず
』
と
頭
を
掻
く
。

　
關
谷
に
て
輕
便
鐵
道
を
下
り
、
馬
車
や
人
力
車
を
間
却
し
て
、
福
渡
戸
ま
で

凡
そ
二
里
の
路
を
徒
歩
す
。
裸
男
相
變
ら
ず
、
知
つ
た
振
し
て
説
明
す
。
『
こ

の
脚
下
の
清
流
が
箒
川
、
こ
れ
が
囘
顧
橋
、
こ
の
下
方
に
大
瀑
あ
り
。
そ
ら
、

こ
ゝ
か
ら
囘
顧
し
て
見
給
へ
、
大
瀑
見
ゆ
。
囘
顧
し
て
始
め
て
見
ゆ
る
瀑
な
れ

ば
、
囘
顧
橋
と
名
づ
け
た
り
。
こ
ゝ
は
大
網
温
泉
な
る
が
、
紳
士
の
湯
治
に
は

適
せ
ず
。
こ
の
隧
道
は
白
雲
洞
。
龍
化
瀑
は
、
こ
の
右
方
の
奧
に
在
り
。
こ
れ

は
材
木
岩
、
あ
れ
は
五
色
岩
、
こ
の
一
と
構
へ
は
御
用
邸
、
こ
の
一
簇
の
人
家

が
福
渡
戸
温
泉
』
と
饒
舌
り
な
が
ら
歩
き
し
に
、
和
泉
屋
の
人
々
出
迎
へ
、

『
大
和
屋
よ
り
電
話
か
ゝ
れ
り
。
い
ざ
こ
ち
ら
へ
』
と
て
、
第
一
等
の
客
室
に

請
ず
。
蓬
頭
粗
服
の
三
人
、
旅
に
優
待
せ
ら
れ
た
る
例
し
な
き
こ
と
と
て
、
互

に
顏
見
合
せ
て
、
こ
れ
は
〳
〵
と
打
驚
く
。
『
宮
樣
の
止
宿
あ
ら
せ
ら
る
ゝ
室

な
り
』
と
、
女
中
の
説
明
を
聞
い
て
、
益
〻
驚
く
。
裸
男
二
人
に
向
ひ
、
『
我

等
が
宿
屋
に
優
待
せ
ら
る
ゝ
と
い
ふ
こ
と
は
、
不
思
議
に
非
ず
や
。
こ
れ
を
新

不
思
議
の
第
二
と
な
さ
む
』
と
云
へ
ば
、
二
人
頷
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三

一
浴
し
た
る
が
、
日
暮
る
ゝ
に
は
、
ま
だ
程
あ
り
。
出
で
て
天
狗
巖
の
高
き
を
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賞
め
、
蒲
生
氏
郷
が
野
立
し
た
り
と
傅
ふ
る
野
立
石
の
大
な
る
を
賞
め
、
三
島

通
庸
の
碑
を
見
、
高
尾
の
碑
を
見
、
七
ツ
岩
を
見
て
、
そ
れ
よ
り
引
返
し
て
杯

を
擧
ぐ
。
十
口
坊
、
先
日
風
呂
屋
に
て
卒
倒
し
た
り
と
て
、
一
滴
も
口
に
せ
ず
。

矢
張
り
人
並
に
命
が
惜
し
き
も
の
と
見
え
た
り
。
裸
男
二
人
に
向
ひ
、
『
十
口

坊
が
酒
飮
ま
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
例
の
無
き
こ
と
也
。
こ
れ
を
新

七
不
思
議
の
第
三
と
な
さ
む
』
と
云
へ
ば
、
二
人
頷
く
。
裸
男
口
吟
し
て
曰
く
、

　
　
名
に
し
負
ふ
箒
川
べ
に
ゆ
あ
み
し
て

　
　
　
　
こ
ゝ
ろ
の
塵
も
拂
は
れ
に
け
り

『
箒
の
縁
語
に
て
、
塵
を
拂
ふ
と
云
ひ
た
る
は
、
氣
が
利
き
た
る
や
う
に
て
幼

穉
な
り
』
と
、
夜
光
命
冷
か
す
。
裸
男
さ
ら
ば
と
て
、

　
　
醉
倚
欄
干
意
氣
豪
。
奔
流
噴
雪
萬
雷
號
。
一
聲
杜
宇
不
知
處
。
天
狗
巖
頭

　
　
北
斗
高
。

『
調
子
古
し
。
萬
雷
と
云
ひ
、
杜
宇
と
云
ひ
、
聲
が
多
過
ぎ
る
』
と
、
夜
光
命

ま
た
冷
か
す
。
裸
男
、
さ
ら
ば
又
と
氣
張
り
し
が
、
一
句
も
浮
か
ば
ず
し
て
、

そ
の
ま
ゝ
眠
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四

明
く
れ
ば
、
雨
の
降
り
さ
う
な
天
氣
也
。
雨
具
を
用
意
し
て
出
で
、
箒
川
の
左

岸
を
上
る
。
鹽
釜
を
過
ぎ
て
、
畑
下
戸
温
泉
を
路
の
左
右
に
見
る
。
『
當
年

「
金
色
夜
叉
」
を
草
せ
し
尾
崎
紅
葉
の
宿
り
し
は
、
こ
ゝ
の
温
泉
な
り
』
と
、

裸
男
例
の
知
つ
た
風
の
事
を
い
ふ
。
門
前
温
泉
を
通
り
蓬
莱
橋
を
渡
り
て
箒
川

と
別
れ
、
古
町
温
泉
を
經
て
、
行
く
こ
と
凡
そ
十
町
、
左
折
し
て
八
幡
宮
に
詣

づ
。
祠
前
に
偉
大
な
る
杉
二
本
相
接
し
て
立
つ
。
一
は
や
ゝ
大
に
し
て
、
一
は

や
ゝ
小
也
。
大
な
る
方
を
測
り
し
に
、
凡
そ
五
抱
へ
あ
り
き
。
『
見
よ
、
枝
み

な
下
垂
す
。
依
つ
て
逆
杉
と
稱
す
。
即
ち
鹽
原
七
不
思
議
の
一
な
り
』
と
、
裸

男
説
明
す
れ
ば
、
『
こ
れ
は
別
に
何
も
不
思
議
に
は
非
ず
。
我
等
の
新
七
不
思

議
の
方
が
、
ず
つ
と
不
思
議
な
り
』
と
十
口
坊
い
ふ
。
し
ば
し
休
息
し
て
引
返

す
。
『
お
い
〳
〵
十
口
坊
、
新
七
不
思
議
と
は
云
ふ
も
の
の
、
ま
だ
や
つ
と
三

つ
だ
け
に
非
ず
や
』
と
云
ふ
折
し
も
、
十
口
坊
は
手
に
持
ち
た
る
蝙
蝠
傘
を
ぱ

ツ
と
開
き
て
、
さ
し
か
ざ
す
。
蝙
蝠
傘
を
さ
し
た
れ
ば
と
て
、
何
も
不
思
議
は

無
け
れ
ど
、
色
黒
々
と
鬼
を
欺
く
十
口
坊
、
南
海
苦
熱
の
濱
に
長
じ
て
、
上
京

す
る
ま
で
は
帽
子
を
被
り
た
る
こ
と
も
無
き
荒
男
、
平
生
蝙
蝠
傘
な
ど
さ
し
た

る
こ
と
な
し
。
さ
ゝ
ぬ
と
い
ふ
よ
り
も
、
持
た
ぬ
と
い
ふ
方
が
當
れ
る
か
も
知

れ
ず
。
そ
の
平
生
を
知
れ
る
我
等
よ
り
見
れ
ば
、
所
持
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
、

既
に
不
思
議
也
。
さ
ま
で
暑
く
も
な
き
に
、
之
を
さ
す
に
至
つ
て
は
、
益
〻
不

思
議
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
之
を
新
七
不
思
議
の
第
四
と
な
さ
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五

源
三
窟
に
立
寄
る
。
窟
の
案
内
を
乞
へ
ば
、
白
衣
と
著
替
へ
さ
せ
て
後
、
導
者

蝋
燭
を
點
じ
て
、
先
に
立
ち
て
ゆ
く
。
地
、
呀
然
と
し
て
口
を
開
き
、
洞
は
横

に
通
ず
。
入
口
は
高
さ
一
丈
六
尺
、
幅
二
丈
八
尺
と
稱
す
る
が
、
少
し
進
め
ば
、

狹
く
し
て
、
竝
行
す
る
能
は
ず
。
直
立
す
る
こ
と
も
出
來
ざ
る
處
あ
り
。
誤
つ

て
頭
を
天
井
に
打
付
け
て
、
痛
や
〳
〵
。
の
そ
り
〳
〵
行
く
こ
と
數
十
間
、
行

き
つ
ま
り
て
引
返
す
。
鐘
乳
石
の
洞
に
て
、
洞
内
の
天
井
と
左
右
と
は
、
種
々

さ
ま
／
″
＼
の
奇
形
を
成
す
。
傳
ふ
る
所
に
據
れ
ば
、
源
三
位
頼
政
の
嫡
孫
、

伊
豆
冠
者
有
綱
、
逃
れ
て
こ
の
地
に
來
り
、
鹽
原
家
忠
に
依
り
け
る
が
、
鎌
倉

勢
に
押
寄
せ
ら
れ
、
敗
れ
て
こ
の
窟
に
隱
れ
て
身
を
全
う
し
た
り
と
の
事
也
。

又
傅
ふ
る
所
に
據
れ
ば
、
洞
の
長
さ
八
町
、
最
奧
に
有
綱
の
祠
あ
り
、
い
ろ
〳
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〵
の
武
具
も
あ
り
た
る
が
、
萬
治
年
間
、
地
震
の
爲
に
、
洞
の
内
崩
れ
て
、
數

十
間
よ
り
さ
き
は
塞
が
れ
り
と
の
事
也
。

　
午
食
は
、
鹽
の
湯
温
泉
と
定
め
て
、
門
前
に
來
た
る
。
裸
男
左
の
方
を
指
し

て
夜
光
命
に
向
ひ
、
『
こ
の
奧
に
妙
雲
寺
あ
り
。
平
重
盛
の
姨
な
る
妙
雲
尼
、

こ
の
地
に
來
り
潜
み
て
、
こ
の
寺
を
開
け
り
。
其
墓
も
あ
り
。
本
尊
釋
迦
如
來

は
、
西
天
竺
毘
首
羯
摩
の
作
、
本
朝
三
釋
迦
の
一
、
重
盛
の
歸
依
せ
し
も
の
に

て
、
妙
雲
の
は
る
／
″
＼
攜
へ
來
れ
る
所
に
係
る
。
寺
に
は
ま
た
高
尾
の
襠
裲

の
殘
片
と
稱
す
る
も
の
を
も
藏
す
。
如
何
に
や
、
案
内
申
さ
む
か
』
と
云
へ
ば
、

『
腹
減
り
た
り
。
早
く
午
食
に
あ
り
つ
き
た
し
』
と
い
ふ
。
考
古
癖
の
夜
光
命

が
妙
雲
寺
を
間
却
せ
る
は
、
不
思
議
に
非
ず
や
。
之
を
新
七
不
思
議
の
第
五
と

な
さ
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六

鹽
釜
ま
で
戻
り
、
鹽
涌
橋
を
渡
り
て
、
鹿
股
川
を
遡
る
。
こ
の
橋
よ
り
鹽
の
湯

ま
で
の
新
道
を
『
お
兼
道
』
と
稱
す
。
お
兼
と
い
ふ
女
の
開
け
る
所
也
。
お
兼

は
こ
の
土
地
の
産
に
し
て
、
氏
家
の
豪
家
に
嫁
せ
り
。
殖
産
の
才
あ
り
て
財
産

を
ふ
や
し
、
慈
悲
の
心
に
富
み
て
、
數
百
の
婢
僕
を
子
の
如
く
に
い
た
は
れ
り
。

名
詮
自
性
、
お
兼
は
殖
産
の
才
と
慈
悲
の
心
と
を
兼
ね
た
り
。
こ
の
點
の
み
に

て
も
珍
と
す
べ
き
に
、
死
に
臨
み
、
遺
言
し
て
、
金
五
千
圓
を
投
じ
て
、
こ
の

新
道
を
開
か
し
め
た
り
。
當
年
知
事
た
り
し
三
島
通
庸
は
、
山
形
縣
に
、
福
島

縣
に
、
栃
木
縣
に
、
到
る
處
新
道
を
開
け
り
。
鹽
原
の
新
道
を
も
開
け
り
。
そ

の
功
や
大
也
。
さ
れ
ど
官
の
事
業
也
。
お
兼
の
開
き
し
は
、
ほ
ん
の
十
町
内
外

の
路
な
れ
ど
も
、
一
女
子
の
私
財
を
以
て
せ
り
。
五
千
圓
は
多
額
と
せ
ざ
れ
ど

も
、
一
私
人
の
寄
附
と
す
れ
ば
、
少
額
に
は
非
ず
。
道
を
開
く
こ
と
を
遺
言
し

た
る
は
、
世
に
も
尊
き
心
根
に
非
ず
や
。
鹽
原
は
名
妓
高
尾
を
出
し
た
る
を
以

て
有
名
な
る
が
、
今
お
兼
の
出
で
て
、
鹽
原
に
光
彩
を
添
へ
た
り
。
お
兼
の
碑

出
來
て
、
鹽
原
に
新
し
き
名
所
を
加
へ
た
る
也
。

　
鹽
の
湯
に
至
り
、
明
賀
屋
に
投
ず
れ
ば
、
『
和
泉
屋
よ
り
電
話
か
ゝ
り
居
れ

り
』
と
て
、
こ
ゝ
に
て
も
第
一
等
の
客
室
に
通
さ
る
。
長
廊
を
下
り
て
浴
場
に

行
く
。
湯
槽
直
ち
に
溪
流
に
接
す
。
自
然
の
巖
穴
が
そ
の
ま
ゝ
湯
槽
に
な
れ
る

も
の
あ
り
。
兩
岸
の
絶
壁
數
百
仭
、
溪
流
屈
曲
せ
る
を
以
て
、
前
後
左
右
み
な

絶
壁
、
樹
木
鬱
蒼
た
り
。
仰
げ
ば
唯
〻
數
十
間
四
方
の
天
を
見
る
。
眞
に
こ
れ

洞
中
の
別
天
地
也
。
浴
し
終
り
て
、
酒
し
、
飯
す
。
番
頭
氣
を
利
か
し
て
枕
を

持
ち
來
た
る
。
裸
男
二
人
に
向
ひ
、
『
君
等
は
午
睡
し
給
へ
。
余
は
一
寸
雄
飛

瀑
ま
で
散
歩
し
て
來
む
』
と
云
へ
ば
、
十
口
坊
、
『
我
も
行
か
む
』
と
い
ふ
。

夜
光
命
も
、
『
我
も
』
と
て
出
で
立
つ
。

　
鹿
股
川
は
箒
川
の
水
量
を
二
分
す
。
溪
深
く
、
山
幽
に
、
雄
飛
瀑
を
始
め
と

し
、
咆
哮
、
霹
靂
、
雷
霆
、
素
練
、
萬
五
郎
等
の
諸
瀑
あ
り
。
鹽
原
の
山
中
に

て
、
最
も
深
山
幽
谷
の
趣
を
き
は
む
。
殊
に
雄
飛
瀑
の
瀧
壺
の
雄
偉
な
る
こ
と

は
、
鹽
原
の
諸
瀑
に
冠
た
り
な
ど
、
裸
男
説
明
し
つ
ゝ
行
く
。
思
ひ
し
よ
り
も

遠
き
に
、
夜
光
命
も
十
口
坊
も
口
を
そ
ろ
へ
て
、
『
ま
だ
か
〳
〵
』
と
問
ふ
。

棧
道
落
ち
て
一
二
間
ば
か
り
路
な
し
。
痩
せ
た
る
裸
男
、
懸
崖
に
す
が
り
て
、

つ
る
〳
〵
と
行
く
。
夜
光
命
も
過
ぐ
。
肥
れ
る
十
口
坊
は
躊
躇
せ
し
が
、
さ
す

が
に
日
本
男
兒
也
。
思
ひ
切
つ
て
、
蝸
牛
の
這
ふ
や
う
に
し
て
、
漸
く
過
ぐ
。

そ
れ
よ
り
四
五
町
行
き
し
が
、
裸
男
以
爲
へ
ら
く
、
『
雄
飛
瀑
ま
で
行
き
て
は
、

歸
路
必
ず
日
暮
る
べ
し
。
日
暮
れ
て
は
、
こ
の
路
危
險
な
り
』
と
て
引
返
す
。

二
人
覺
え
ず
喜
聲
を
發
す
。
裸
男
曰
く
、
『
わ
れ
旅
行
を
始
め
て
よ
り
、
幾
ん

ど
三
十
年
、
目
ざ
し
た
る
處
に
達
せ
ず
し
て
止
み
た
る
こ
と
な
し
。
今
日
中
途

に
し
て
歸
る
は
、
不
思
議
に
非
ず
や
。
之
を
新
七
不
思
議
の
第
六
と
爲
さ
む
。
』
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七

途
に
し
て
和
泉
屋
の
番
頭
の
來
り
迎
ふ
る
に
逢
ひ
、
一
寸
明
賀
屋
に
立
寄
り
て
、

歸
途
に
就
く
。
鹽
涌
橋
よ
り
二
町
ば
か
り
手
前
に
て
、
左
折
し
て
親
抱
松
を
見

る
。
枝
曲
り
て
幹
を
擁
す
る
を
以
て
、
こ
の
名
あ
り
。
品
川
彌
次
郎
の
歌
に
曰

く
、

　
　
親
抱
の
松
に
昔
の
忍
ば
れ
て

　
　
　
　
思
は
ず
し
ぼ
る
旅
衣
か
な

　
彌
次
郎
の
み
な
ら
む
や
。
夜
光
命
も
、
裸
男
も
、
衣
を
し
ぼ
ら
ざ
る
を
得
ざ

る
身
也
。
十
口
坊
は
兩
親
在
り
。
ま
だ
〳
〵
衣
を
し
ぼ
る
心
も
な
か
る
べ
し
。

　
和
泉
屋
に
二
泊
し
ぬ
。
裸
男
今
日
は
東
京
に
戻
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
夜
光
命

は
、
金
あ
る
ま
ゝ
に
、
悠
然
尻
を
据
ゑ
、
『
四
五
日
湯
浴
せ
む
』
と
い
ふ
。
十

口
坊
も
之
と
共
に
す
。
こ
れ
二
人
に
は
、
例
の
な
き
こ
と
也
。
不
思
議
に
は
あ

ら
ね
ど
、
假
り
に
之
を
新
七
不
思
議
の
第
七
と
な
さ
む
。
眞
の
不
思
議
は
、
裸

男
去
り
た
る
後
に
て
や
起
る
ら
む
。

　
番
頭
を
先
に
立
て
て
、
二
人
送
り
來
た
る
。
白
雲
洞
を
過
ぎ
、
左
折
し
て
龍

化
瀑
を
見
る
。
日
光
の
華
嚴
瀑
を
十
分
一
も
小
に
し
た
る
や
う
な
瀑
な
り
。
こ
ゝ

に
て
番
頭
の
攜
へ
し
麥
酒
を
一
同
の
口
に
分
て
り
。
な
ほ
送
り
來
り
、
共
に
大

網
の
湯
壺
を
見
て
、
こ
ゝ
に
始
め
て
手
を
分
つ
。
囘
顧
橋
の
あ
た
り
に
て
、
杜

宇
の
一
聲
を
聞
く
。
夜
光
命
も
十
口
坊
も
杜
宇
を
聞
き
た
る
こ
と
な
し
。
『
一

度
は
聞
い
て
見
た
き
も
の
な
り
』
と
言
ひ
居
り
し
こ
と
を
思
ひ
出
し
て
、
覺
え

ず
振
向
け
ば
、
ま
た
一
聲
鳴
き
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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底
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：
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月
全
集
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集
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、
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、
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文
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